勝 川 のおば さんと い う 名が ァ ン ポ ン タンに 記憶 さ れ 

た。 顔の 印象 は 浅黒く、 長かった。 それが 木魚の 顔の 

おじいさんの たった 一人の 妹 だとき いても、 別段 心 も 

ひかれなかった。 ただ 平べ つたい チン チ クリンの おじ 

いさんに、 長 茄子の ような 妹が あるの かなと 思った 位 

だった。 

しかし 彼女 は 小意気だった、 その 時分の 扮 装が 黒つ 

ほそおもて ひと 

ぼかった ので、 背の たかい 細面 の 女 を、 感じから 黒茄 

みずぎわ 

子に してし まった が、 五十 を 越しても 水 極 だっていた _ 

ひと 

幾年 かすぎ て、 ふと その 女が はじめて 来た 日の 言葉 

を 思いだ した。 



「お 滝さん にも 久しぶりで 逢えて —— 」 

自分の 姪の 家へ きて、 にもなん て 変な こと をい う I 

ことば 

I 子供の 心 は 単純で、 かげり を もった 言語の 深い あや 

を 知らない。 およそ、 木魚のお じいさんの 一族で、 あ 

ん なに 客と して 歓待され たもの はない のにと、 無視 さ 

れた 母の ために アンボン タン は 軽い 義憤 を もった。 

だが、 勝 川の おばさんの 生 立 をき くと 無理 はな かつ 

た。 彼女と して は、 女中 同様に 追 廻して 使った 姪に、 

さんの 字 をつ けて よぶ だけで さえ 小癩 にさ わる そ 

うした 気風の 彼女だった。 深 川佐賀 町の 廻船 問屋 石 川 

屋佐 兵衛の 妻女 —— なれの はてで はあった が、 とに か 



く 代言人 長 谷川 氏の 家 を 訪れて きたの だ。 彼女の 手許 

の 召使いだった 姪 は、 彼女の 添に いたから こそ 売出し 

二 ュ —しょうばい 

の 新 商売の 人の 後妻に も なれたの だ、 という 誇り を 

も つ て —— 

勝 川のお ばさん という 名と 一 所に 出る の は 佐 兵衛さ 

すもう 

んと、 も 一人お 角力と いう 人だった。 いま 思えば 三角 

関係だった ので もあろう。 佐兵衛 さん は 旦那で、 勝 川 

ごん さ い 

お 蝶 は 権 妻 上り、 関取 XX は 出入りの 角力、 そして 佐 

おおしん だい す 

兵衛 さん はさし もの 大 資産 を摺 つてし ま つ て もお 蝶 さ 

ご ひいき 

んと 離れず、 角力 は御矗 負 さきが ぺ シャン コ になって 



しまっても 捨てず、 だんだん 微禄 はした が 至極 平和に 

くらした。 

海上 暴風雨の ためにい つも は 房 州へ はいる はずの、 

仙 台 米の 積 船が、 t 鰯の とれる ので 名高い 九十 九 里の 

姚 子の 浜へ はいった。 江戸 仙 台 藩の 蔵屋敷から は 中 沢 

某 という 侍が 铫 子へ 出張した。 

中 沢と いう 侍 は、 幕臣 湯 川 金 左 衛門邦 純と ならない 

前の、 木魚の 顔のお じいさんの 姓で ある。 

浜 方 は 船が 一艘 這ん つても 賑わう。 まして 仙 台 来 を 

うんと 積んだ 金 船が 何艘 となく はいって きたの だ。 も 

ともとお 蔵屋敷の 侍と いえば、 武士であって 半 町人 



レ 

彼女が 芝居 見物の 日 は、 前の 晩から 家中の 奥の もの 

て つ しょう あけがた 

は 徹宵す る。 暁 方に 髪 を 結って お 風呂に はいる。 髪 

結 は 前夜から 泊り きりで、 二人の 女中が 後から 燈を 

まきえ 

もっている。 他の 女中 は 蒔絵の 重箱へ 詰める あれこれ 

の 料理に てんて こ 舞 をす るの だった。 早くから 船 は 来 

さる わかちよう ふ ね 

て (浅 草 猿 若 町 にあった 三 座の 芝居へ は 多く 屋根 船 か、 

か ご こた つ ちりめん 

駕籠で いった ものである)、 炬鐽を 入れ、 縮緬の 大座布 

団を、 御 隠居さん の 分、 隠居さん の 分、 御新造 さんの 

分と 三枚 運ぶ。 御 隠居さん と 御の字の つくの が 石 川 氏 

の 母親の ことで、 御の字の つかない 方の が 娘の ために 



ま おそわ リ 

響く この 真ん丸い 楽器が ひどく 面白かった が、 練習に 

ゆく ところが 勝 川のお ばさん であろうと は 随分 長く し 

ら なかった。 

私の 家の外 面 的 新時代 風習 はすぐ 幕に な つてし まつ 

て、 前よりも 一層 反動 化した が、 世間で は 清 楽の 流行 

はたい した 勢いだった、 月明に 月 琴 を 鳴らして 通る I 

I 後に は ホウ カイ 屋と いうの も 出来た が —— 真面目で、 

伊太利の 月に 流す ヴィォ リン か、 あるいは 当時 ハイ 力 

ラな 夫人が マンドリン を 抱えて いるよう な、 異国情緒 

を 味わおう としたの だった。 

私の 家で、 急激な 母の 変り 方が、 すぐ また 前に もど つ 



たのに 面白い 些細な 訳が あった。 それ は 私たち をと て 

も 可愛がった 酒屋が、 利久 そばやの 前 側に あって、 

隣家の 家 一 軒 買って 通りぬ けの 広い 納屋に した 空地が 

あるので、 いい 私たちの 遊び場だった。 二月の 末にな 

ると 赤い 布 を かけた 白酒の 樽が 並べ て あるの を かき 廻 

しても 叱り もしなかった。 その 酒屋の 一 人 娘が ヮ— 

ヮ ー 泣いて 阿 父さんに 叱られて いたが、 小さな アン ポ 

ン タンの 胸 は、 父 娘の あらそい を 聞いて ド キンと した _ 

「そんな 事 をい つたって お父さん、 長 谷川さん の 

ごしんぞ こま たま 

御新造さん だって、 束髪に 結って、 細つ かい 珠の つい 

た 網 を かけて いる。 あんな やかましい おばあさん がい 



うそ 

たって させる のに、 家で させて くれない なんて —— 噓 

ほ ん 

だと いうなら い つ て ごらん 本当 だから！ 買つ とく 

れつたら 買つ とくれ、 月 琴 も 一緒に！」 

酒屋の 娘 だからで もないだろう が、 ぉ桝 さんと いう 

わめ 

その 独り 娘 は、 島 田 を ゴロ ゴロ させて 泣き喚いた。 

阿 父さん は、 十に ならない 私に は、 新聞紙の 一 頁 を 

一 一 つに 折った ほどの 大きさの 顔に 見えた 四角い 人 だ つ 

た。 胸毛 も 生えて、 眉毛が ねじれ 上って いた。 節 瘤 

.19 もう 

だった 両手 両脚 を 出して、 角力の 廻し のよう な、 さしつ 

こで こしらえた 前掛を かけて、 白い 眼だった。 私 は 

やまと たけるの みこと くま そ 

日本 武尊 の 熊 夷 を 思う とき、 その 酒屋の 阿 父 を 思 出 



いと 石が 降り込んだ。 で、 いつの 間に か 窓が 閉 つて 家 

の 中の 人も逐 天して しまった。 

それから 幾年、 また 勝 川おば さんの 所在 不明。 

おおもと きょう 

大本 教が 盛り だした 時 以上に 天理教 流行の 時が 

あった。 一体 下町で、 いつも 景気の よい 宗旨 は 日蓮 宗 

まき こ 

だが、 時々 新ら しい 迷信が 捲 起る ことがある。 ある 時、 

葛籠 屋の店 蔵に 荒莛を 敷いた 段 をつ くって、 段 上に 

さかき し め 

丸 鏡と 榊 と燈明 をお き 神緦を 張り、 白衣の 男が 無 中 

になって 怒鳴って いた。 それ を 取りまい た 一群が、 ト 

ゥカ ミエ ミカ ミ、 トゥカ ミ ェ ミカ ミ という ふうに 喚め 

ほリ こしさん しょう 

いていた、 X X X 教 というので 堀 越 三 升で さえ —— 



まあ ああして いるの かねえ。 まるで 権 助 同様な あっか 

いで、 あのおば さんの こと だから、 ポンポン 言つ てら 

あねご 

「商業で もして るの かね ご 

「どうしまして、 台所 やせんた くが なかなか 忙しい の 

に、 あれで 道具 運びの 荷) J しらえ に 手が か か ります さ、 

力が あるから お 訛え むきだが ご 

「あの 男 だ つ て 相当な 番附 位置にまで は ゆけ たろう に 

なご 

「色の 白い、 体の 奇麗な 角力 取りだった が、 何も 石 川 

屋が 没落した からって、 自分 も 角力 を 没落し なくつ 
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